
（様式－１　表紙） 

 

 

１　調査名称：松島町都市計画道路見直し事業 

 

 

 

　２　調査主体：松島町 

 

 

　３　調査圏域：松島町 

 

 

　４　調査期間：令和５年度から令和７年度まで（令和６年度分） 

 

 

　５　調査概要 

 

松島町の骨格を形成する都市計画道路については、社会情勢やまちの将来

像の変化により、その役割や必要性が変化している。東日本大震災を踏まえ計

画された「松島町津波避難計画」では、都市計画道路が「津波避難道路」に位

置づけられ、災害時における避難路はもとより、要援護者の自動車避難や救援

物資などの輸送、復旧活動のための道路になるなど、町内の都市計画道路に求

められる機能が変化している。 

また、東日本大震災の復興道路として国が整備を進めてきた三陸沿岸道が

２０２１年１２月に全線開通し、広域的な道路ネットワーク機能が変化して

いるとともに、町内においては、初原地区での土地区画整理事業によって新た

な工業拠点が形成されることに加え、国道３４６号と主要地方道大和松島線

に接続し、三陸縦貫自動車道に隣接することにより、広域的な道路ネットワー

ク機能の強化を図るため、（都）根廻・初原線が都市計画決定されるなど、松

島町を取り巻く道路網の望ましいあり方が変化している。 

こうした背景を踏まえ、本業務は、「都市計画道路見直しガイドライン（改

定版）」（平成３０年３月　宮城県）（以下「県ガイドライン」という。）に

基づき、都市計画道路見直しの必要性と該当路線を抽出するとともに、都市計

画決定（変更）を行うために必要となる図書作成を目的に実施する。 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ　調査概要） 

 

Ⅰ　調査概要 

 

　１　調査名称：松島町都市計画道路見直し検討業務委託 

 

 

　２　報告書目次 

第１章　業務概要 

1-1　業務の目的 

1-2　業務概要 

1-3　位置図 

1-4　業務項目 

1-5　実施方針 

1-5-1　業務フローチャート 

1-5-2　実施方法 

第２章　令和５年度業務からの見直し内容 

2-1　路線評価カルテ 

2-2　交通量推計の手法 

2-2-1　前提条件の整理 

2-2-2　現況再現データ 

第３章　交通量配分シミュレーションによる定量的検証 

3-1　ネットワークデータの作成 

3-1-1　BPR コードの設定 

3-1-2　現況ネットワーク 

3-1-3　将来ネットワーク 

3-2　OD 表の作成 

3-2-1　ゾーニングの設定 

3-2-2　現況 OD 表 

3-2-3　将来 OD 表 

3-3　現況交通量配分 

3-4　将来交通量配分（フルネットワーク） 

3-5　将来交通量配分（見直しネットワーク） 

第４章　見直し対象路線の評価・検証 

4-1　見直し道路網（素案）の検証 

第５章　関係機関協議資料の作成 

5-1　協議概要 

 

 

 

 



（様式－２ｂ　調査概要） 

 

　３　調査体制：所管課による調査 

 

 

　４　委員会名簿等：なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ　調査成果） 

 

Ⅱ　調査成果 

 

　１　調査目的 

　　　本業務は、松島町の都市計画道路において、社会情勢やまちの将来像の変

化により求められる機能や役割が変化してきていることから、都市計画道路

の必要性や事業実現性の検証を行い、「都市計画道路見直しガイドライン（改

定版）」（平成３０年３月　宮城県）（以下「県ガイドライン」という。）に

基づき都市計画道路網の見直しを行うことを目的とする。 

　　　今年度は、令和５年度業務からの見直し内容を踏まえて、交通量配分シミュ

レーションによる定量的検証、見直し対象路線の評価・検証を行った。 

また、都市計画道路見直しのため必要となる各関係機関との協議資料の作

成、及びこれまで検討した内容等をまとめた報告書を作成した。 

 

　２　調査フロー 

 
＜令和６年度業務＞ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（３）関係機関協議資料の作成

（２）見直し対象路線の評価・検証 

・見直し道路網（素案）の検証 

・都市計画道路見直し案の作成

打合せ①

計画準備

（４）報告書の作成

打合せ③

成果納品

打合せ②

（１）交通量配分シミュレーションによる定量的検証



　３　調査圏域図 

 

 

仙塩広域都市計画区域　東部地域（松島町）

凡例 

 自動車専用道路

 幹線街路

 区画街路

松島町

松島町調査対象拡大図



（様式－３ｂ　調査成果） 

 

　４　調査成果 

 

第2章　令和５年度業務からの見直し内容 

2-1　路線評価カルテ 

宮城県との協議結果を踏まえて、宮城県から提供を受けた他自治体での路線評価カルテを基

に、路線評価カルテの見直しを実施した。主な見直し内容は以下の通りである。 
 

●路線評価項目の見直し 

●評価カルテ説明資料として、見直し対象路線の設定方法及び上位関連計画・路線評

価項目の評価結果に対する根拠資料の追加 

●都市計画道路見直しガイドラインの検証項目に応じた本調査での検証項目の考え

方の追加 

●都市計画道路見直し案（素案）の追加 

 
 
 

 



2-2　交通量推計の手法 

2-2-1　前提条件の整理 

宮城県との協議結果を踏まえて、交通量推計の手法を以下の前提条件の通りに見直しを実施

した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■前提条件比較表（見直し版）



2-2-2　現況再現データ 

現況再現データとして、令和３年度道路交通センサスデータにおける交通量と、令和６年度

交通量調査結果における交通量を使用することとした。 
本業務では、交通量調査の実施方針・交通量調査箇所の選定補助を行った。 
 
 
 

 



第3章　交通量配分シミュレーションによる定量的検証 

3-1　ネットワークデータの作成 

3-1-1　BPR コードの設定 

BPR コードは、以下の宮城県より受領した第５回仙台 PT 調査時のコードをベースに設定し

た。 
 
 
 

 

■交通量調査実施方針資料（1/4）

■BPR コード（第 5 回仙台 PT 調査時）



 
 
 

 

■BPR コード（1/2）



 
 
 

 

■BPR コード（2/2）



3-1-2　現況ネットワーク 

現況ネットワークデータは、第５回仙台 PT 調査時のネットワークデータをもとに、２０２

３年時点のネットワークを作成した。 
 
3-1-3　将来ネットワーク 

将来ネットワークデータは、都市計画道路の見直しを行わない場合（以下、フルネットワー

ク）と、県ガイドラインに従い見直しを行った場合（以下、見直しネットワーク）の２パター

ンのネットワークを作成した。 
 
3-2　OD 表の作成 

3-2-1　ゾーニングの設定 

ゾーニングは、第５回 PT 調査時のゾーニングを参考に設定した。 
交通量配分計算結果は、ゾーン間交通が均衡となる結果を探索した結果であるが、同じゾー

ン内での内々交通は計算の対象外となる。そこで、本業務では、松島町内の中心部における本

業務の対象となる都市計画道路の起終点が別ゾーンとなるよう、第５回 PT 調査時の小ゾーン

から統計地理情報システムにおける小地域（基本単位区）へ細分化した。 
上記以外の地域も含むゾーン分割・統合内容を整理した表を以下に示す。また、PT 都市圏

内ゾーン区分図を次頁に示す。 
 

■ゾーニング一覧表

ゾーン区分_データ受領時 ゾーン分割・統合内容
宮城県 都市圏内 PT小ゾーン 松島町について、中心部を適宜分割

他市町村について、松島町との位置関係により
適宜統合
※下のPT都市圏内ゾーン区分図を参照

都市圏以外 センサスBゾーン 松島町と隣接する東松島市、大崎市の隣接部に
ついて適宜分割
気仙沼市・南三陸町を市町単位に統合

山形県 山形PT調査対象地域 山形PTのゾーン区分
山形PT調査対象地域外 地方生活圏単位

※山形地方生活圏内でPT調査対象外の市町村
はセンサスBゾーン単位

隣接県 山形県以外 概ね地方生活圏単位
※岩手県・福島県について、宮城との県境は
センサスBゾーン単位

その他 北海道・青森県 1ゾーンに集約
新潟県 北部と中南部の2ゾーン
関東以南 1ゾーンに集約

※PT都市圏外について、ゾーニング図が存在しないため区分は発集点ノードデータよる推測

地域



 

■PT 都市圏内ゾーン区分図



3-2-2　現況 OD 表 

現況 OD 表は、第５回 PT 調査における、２０１７年 OD 表と２０４０年 OD 表を直線補完

したものに対して、前頁に示したゾーニングに従い、OD 表の分割・統合を実施したものを作

成した。 
 
3-2-3　将来 OD 表 

将来 OD 表は、第５回 PT 調査における、２０４０年 OD 表をベースとして、前頁に示した

ゾーニングに従い、OD 表の分割・統合を実施したものを作成した。 
 
3-3　現況交通量配分 

作成した現況ネットワーク及び現況 OD 表を用いて現況交通量配分及び現況再現を実施し

た。 
 

3-4　将来交通量配分（フルネットワーク） 

作成したフルネットワーク及び将来 OD 表を用いて将来交通量配分を実施した。 
 

3-5　将来交通量配分（見直しネットワーク） 

作成した見直しネットワーク及び将来 OD 表を用いて将来交通量配分を実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



第4章　見直し対象路線の評価・検証 

4-1　見直し道路網（素案）の検証 

県ガイドラインに従い、以下の視点から廃止候補路線の検証を実施した。 
次頁以降に検証結果を示す。 
 

【見直し道路網（素案）の検証】 

・見直し道路網（素案）に対して、道路の段階構成の確保、新たな需給バランスひっ迫箇所

発生の有無を確認し、見直し道路網（素案）の妥当性を確認する。 
・道路配分シミュレーションを実施し、道路混雑度を用いて需給バランスを確認することと

する。その場合、需給バランスひっ迫の目安である道路混雑度 1.0 未満となることが望ま

しいが、交通量推計年次での交通量が増大しても、人口減少基調の中では将来的に交通量

は減少していくことが想定されるため、現道の混雑度が悪化しないことを前提として道路

混雑度 1.25 未満を目安とする。 
出典：都市計画道路見直しガイドライン（改訂版） 

（平成３０年３月　宮城県土木部都市計画課） 
 
 

■見直し道路網（素案）



 
 

 
 

 

■廃止候補路線の検証【３・５・４０２　新松島駅前線　Ｂ区間】



 
 ■廃止候補路線の検証【３・６・４０７　山手線】



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■廃止候補路線の検証【７・７・４０１　東浜線　Ａ区間】



第5章　関係機関協議資料の作成 

5-1　協議概要 

都市計画道路見直しのため、関係機関（宮城県都市計画道路課企画調整班）との協議資料作成、

説明補助及び記録簿作成を実施した。 
 
 


